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東京いのちの電話 後援会

いのちの電話
ひとりで悩まないで、こころの苦しみを、お話しください。

［電話相談］ 自殺予防［毎月10日は、フリーダイヤル］

03-3264-4343 0120-738-5
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（24時間受付） 毎月10日8時から翌朝8時まで（24時間・無料です）

［インターネット相談］https://www.inochinodenwa-net.jp/
東京いのちの電話  検索
［東京いのちの電話ホームページ］http://www.indt.jp/

☎
24時間

2016年度
社会福祉法人 いのちの電話【東京】

この広報誌は、共同募金からの
配分金で作りました。

発行人：宍戸信次郎
T E L ：03-3263-5794（代）
F A X ：03-3264-4949
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☆今年度（2016）活動予定

●恒例チャリティーバザー：10月22日（土）10：30～ 13：30

　東京ルーテルセンターにて

いのちの電話後援会
連絡先；TEL03-3263-5794
　　　　FAX03-3264-4949
社会福祉法人いのちの電話内

　後援会は、いのちの電話開局一年後（1972年11月）に、財政面を支えるために結成されました。以来、支援者・支援
団体の開拓、チャリティ事業などの活動を続けています。チャリティ事業は、活動資金を得る目的とともに、いのちの電
話の活動を多くの人々に知っていただくために行っています。
2015年度は、7月2日に銀座ブロッサムにてチャリティ映画「英国王のスピーチ」を上映、10月31日に東京ルーテル
センターにてチャリティバザーを行いました。
　また、2016年度の活動として、去る4月16日に、ノンフィクション作家、柳田邦男氏の講演会「言葉の力、いのち
の支え」～自分を明日につなぐ物語～を行いました。
　柳田先生が出会ってこられた沢山の方々の人生の物語の中から、危機に際して、なお前向きに生きておられた方の実例
をあげ、心の混沌状態に言葉が果たす役割、すなわち「語ること、表現すること」の意味と、それを傾聴することによっ
てケアする大切さなど、まさに「いのちの電話」の活動にふさわしく、そのまま、私達ボランティアの励みとなるお話を
伺いました。多くのお客様が、熱心にメモを取りながら傾聴され、「自分のつらかった体験や、周りの方の悲しい体験に照
らし合わせて考えた。自分の場合はどう乗り越え、周りの人にはどう助けになれるかと参考になった」など、多くのご感
想、ご好評を頂きました。
　ケアする人の心得として示された、「人の人生のドラマに限りない興味と愛をもつ。言葉に敏感になる。」は、傾聴活動
に直接関わる者だけでなく、良き隣人として生きようとするすべての人の指針となるものではないでしょうか。
　「いのちの電話」の活動が一層充実したものになりますように、今後とも後援会へのご理解とご支援を、よろしくお願い
申しあげます。


